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令和７年度第１回北海道地方競馬運営委員会議事録 

 

日時：令和７年 10月 17日（金）13:30～15:30 

場所：門別競馬場Ａスタンド３Ｆ来賓室 

 

１ 開会（競馬事業室増田参事） 

ただいまから、令和７年度第１回北海道地方競馬運営委員会を開催いたします。委員会の開催

にあたりまして、室長の庄司からご挨拶を申し上げます。 

 

２ 挨拶（競馬事業室庄司室長） 

皆さん、今日はご出席いただきありがとうございます。室長の庄司と申します。令和７年度北

海道地方競馬運営委員会の開催にあたりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。 

委員の皆様方におかれましては、お忙しい中ご出席いただきまして、感謝申し上げます。ま

た、日頃から道政の推進はもとより、ホッカイドウ競馬の運営にご理解ご協力いただきまして、

厚くお礼を申し上げます。本来でしたら、ここでレースしているところで皆さんといろいろなお

話をしたかったのですが、残念ながら委員の皆様の出席状況を含めて調整した結果、（競馬非開

催日の）本日になったということで、ご理解いただきたいと思います。 

今年のホッカイドウ競馬は４月 16日から開催し、全日程 85日のうち、昨日の時点で 73日を迎

えております。また、今後大きなレースはエーデルワイス賞、JBC2歳優駿など、全国の競馬ファ

ンの方々が注目するレースが控えております。11月 13日の閉幕を前に更なる盛り上がりを期待し

ているところです。 

また、公式 YouTubeチャンネルによる企画番組の放映や、予想の難しい２歳馬を含めた全レー

スの予想サイト「ホッカイドウ競馬秘伝門別虎の巻」の開設など、ＳＮＳを活用しながら、新た

なファンの獲得に向け、取り組んでいるところでございます。 

また、魅力ある番組づくりでは、春先の２歳馬を確保するため、早期出走にかかる賞金の拡充

という部分も取り組んでいるところでございます。こうした取組の効果もありまして、昨日時点

での発売額は前年対比で約 105％、約 475億円ということで、おおむね順調に推移しているところ

でございます。 

本日は、まず前半で北海道競馬の概要、情勢の報告を行います。後半は、現在の第３期北海道

競馬推進プランが今年度で期間満了するということになってございます。第３期プラン期間中の

取組経過と次期計画となります第４期プラン、その方向性についてご意見を伺いたいと思ってご

ざいます。 

委員会終了後、屋内調教用坂路と、完成間近の新しいきゅう舎の様子をご覧いただきたいと思

ってございます。ホッカイドウ競馬は馬産地に立脚した競馬としまして地域の経済雇用を支え、

全国の競馬場に強い馬を供給する役割を担っております。今後とも馬産地をはじめ、競馬開催関

係者と連携し、運営委員会でのご意見も踏まえながら、競馬事業を安定的に運営できるように取

り組んでまいります。 
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最後になりますけれども、委員の皆様には本日忌憚のないご意見、ご提言をいただけるようお

願いし、開会の挨拶といたします。本日はよろしくお願いいたします。 

 

３ 出席状況報告・資料確認 

（増田参事） 

本日の委員の出席状況につきましては、委員 11名のうち８名の方のご出席をいただいておりま

す。なお、山下委員はＷＥＢでの出席です。条例に定める過半数のご出席がありますので、本委

員会は成立していることを報告いたします。 

次に、お手元の資料の確認をさせていただきます。次第、配席図、出席者名簿、委員名簿、そ

の次に資料の１から４。それと最後にパンフレットを１枚お付けさせていただいております。 

この後の議事進行は、森委員長にお願いいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４ 議題 

（１）ホッカイドウ競馬の収支状況と開催状況について 

（森委員長） 

委員長の森です。皆様、お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。本日も円滑な

進行に努めたいと思いますので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは早速ですけれども、議題（１）ホッカイドウ競馬の収支状況と開催状況について、事

務局から説明をお願いします。 

 

（片桐主幹） 

事務局の片桐と申します。よろしくお願いいたします。 

資料１をお手元にお願いします。まず収支の概要について、平成 25年度に 22年ぶりに単年度

収支が黒字化となって以降、経営は着実に改善してきました。令和２年度からは５年連続で発売

額が 500億円を超えるなど、堅調な推移を見せております。グラフのとおり、発売額は令和元年

度の 355億円から令和２年度には 536億円と大きく伸びました。その後も右肩上がりを続け、令

和６年度には 592億 6,200 万円、支出が 551億 7,000万円で、差し引き約 40億円の黒字となりま

した。令和２年度以降、30億円以上の黒字を確保している状況です。 

2頁目。道営本体の勝馬投票券収入を示しております。収入のうち９割以上がネット発売による

もので、SPAT4が多い状況です。一日あたりの販売額につきましては、令和 2年度以降は 6.3億円

ほどで推移しております。６年度のネット発売の割合は 93.5％、一日あたりの発売額は６億

4,700万円で、コロナ禍以降安定した売上を維持しております。こうした売り上げは、リピーター

層に加えまして、新規のネットユーザーにも支えられているのではないかと思っております。 

3頁目。業務協力金の状況です。他の地方競馬や JRA馬券を発売することによって得られる収

入、手数料収入となります。令和２年、３年はコロナにより、場外発売所の閉鎖や時短営業など

により金額が一時的に減少していますが、その後徐々に回復し、令和６年度では 19億 9,400万円



令和７年度第１回北海道地方競馬運営委員会議事録 

 

3 

 

の収入を得ております。全体の収入に対しても大きな割合を占めており、道営本体収入の補完と

しても重要な役割を担っているところでございます。 

4頁目からは７年度の取組状況をお示ししています。大きく三つに分けまして、魅力ある番組づ

くり、発売対策、施設整備があります。魅力ある番組づくりでは、春先の２歳馬の確保対策や、

冬季在厩３歳馬手当の拡充などを行っております。発売対策では、SNSを活用した情報発信やＪＢ

Ｃの共同開催も行っております。施設整備では、きゅう舎エリア、業務エリア、住居エリアの整

備を進めております。 

具体的な内容としましては、YouTubeや公式 LINEアカウントを活用した情報発信の強化に取組

んでおり、特に YouTubeチャンネルは登録者数が現在３万 4,000人を突破し、レースのライブ映

像や坂路調教の動画など、ファンが予想に活用できる情報を中心に提供しております。また、馬

の成長を追ったマルちゃんシリーズなど、ストーリー性のある動画も好評をいただいておりま

す。公式ホームページの情報充実では、出走表やオッズなどのレースガイドや騎手成績、各種イ

ベント情報も掲載しております。今年からは、予想の難しい２歳馬戦を含む全レースの予想サイ

ト「ホッカイドウ競馬秘伝門別馬ノ巻」を開設しました。Ａｉｂａ、南関東、ＪＲＡでのイベン

トということで、他の競馬場でもイベントを開催しホッカイドウ競馬の知名度向上に努めている

ところです。 

５頁目では、今年９月までの主なトピックスを掲載しております。今年７月にソルジャーフィ

ルドが勝利し、ホッカイドウ競馬史上８頭目の三冠馬が誕生しました。また一番下にありますと

おり、今年８月に行ったブリーダーズゴールドカップでは来場者 2,000人も超えるなど多くの競

馬ファンに来場していただきました。 

６頁目は 10月以降の主な取組を記載しております。ＪＢＣ競走が 11月３日に開催されます。

今年は船橋競馬場との共同開催とし、門別ではＪＢＣ2歳優駿の１レースを開催いたします。この

ほか、本日プレスリリースされたところですが、ホッカイドウ競馬で活躍した馬が転厩し、他場

で活躍している馬がたくさんいるんですけども、そういった馬も応援していくため、ＷＥＢサイ

トを設けるほか、こういった馬を総称し、「mom☆'s～モンスターズ～」という愛称が決定しまし

た。このほか、先日、「道営記念 2025ファン投票」を行いました。既に結果は公表されています

が、一位はベルピット、二位がアナザートゥルース、三位がソルジャーフィルド、それぞれ千票

以上の得票をいただいています。 

７頁目に移ります。令和７年度の発売状況につきましては、10月 2日現在の数字ですが、発売

額は前年同日比で 106％の 442億円となっております。うち道内での発売が 11億 7,500万円で、

ネットでの発売が 412億 7,800万円。ネット発売額が全体の９割を超えている状況でございま

す。また、１日当たりの発売額につきましては、平均すると６億 5,900万円で、前年を 3,700万

円程上回っております。 

８頁目になります。開催 64日間のレース数及び出走頭数です。出走頭数は、前年より 165頭増

えております。特に３歳以上の出走頭数が 129頭増加しております。平均出走頭数は、今年 10.0

頭で昨年よりも上回っている状況です。下の表を見ていただくと、出走頭数の多いレースが増え
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ております。14頭立てのレースが昨年は１レースでしたけれども、今年は 13レース。様々な対策

の効果が出ているのかなと思います。 

９頁目に移ります。以降、参考データとしてご紹介いたします。騎手の数は大体 20名弱で横ば

い、調教師は、令和２年で 35名、７年現在で 28名となり、微減が続いている状況でございま

す。きゅう務員は外国人の方が非常に増えてきており、今年の９月１日現在では 191名のうち 77

人がインドの方となっております。 

10頁目です。競走馬の在きゅう頭数でございますが、令和 7年 7月現在 852頭で、うち３歳以

上が 56.5％を占めています。３歳以上の馬の割合が増加したことで、レースの層が厚くなってい

るのではないかと思っております。 

11頁目は、札幌駅からの無料送迎バスの利用状況です。令和６年度では 2,755名の利用がござ

いました。今年から水曜日限定で Yogiboヴェルサイユリゾートファームを経由するバスを運行し

ており、８月末までに 227名の利用者がございました。9月、10月、11月の着色部分は予約分と

なっています。 

資料１の説明は以上です。よろしくお願いします。 

 

（森委員長） 

はい、ありがとうございました。それでは資料 1に関する質問、ご意見等をお受けしたいと思

います。いかがでしょうか。 

 

（石川委員） 

説明の中で、３歳以上の出走頭数が増えている、これまでの施策がいろいろ功を奏したのでは

ないかという話がありましたが、皆さんの中で、特にこれが効いたのではないかというものはあ

りますか。 

 

（庄司室長） 

３歳以上の馬を残す取組として、馬主さんの手当などを上げたりしています。また、ここで２

歳馬として走った後、他の主催者の競馬に行って戻ってこないこともありますが、春先に番組を

作るのに、馬がいなかったらレースも組めず、レース数も増えない。このため、３歳以上の馬を

確保するために、色々な手当てを出して声かけなどもして参りました。それらが少しは効いてき

た、理解していただいたのかなと思っております。しかしながら、今年は２歳馬と３歳以上の馬

は確保していますが、３歳馬が十分に確保できてないことも見えてきましたので、その部分を今

後どうカバーしていくのかは、これから考えていかなければと思います。 

 

（石川委員） 

ありがとうございます。 

 

（森委員長） 
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他、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それではまた後ほど最後に質問とご意見を受け

付けたいと思いますので、先に進めさせていただきます。 

 

 

（２）ホッカイドウ競馬の収益構造について 

（森委員長） 

それでは次の議題、北海道競馬の収益構造について、事務局からご説明をお願いいたします。 

 

（片桐主幹） 

資料２、北海道競馬の収益構造についてご説明いたします。令和６年度の収入総額ですが、①

の収入のとおり、592億 6,200万円でした。そのうち、②粗収益のとおり発売に伴う払戻金など発

売連動経費を除くと道営粗収益となります。その粗収益から開催経費を除きますと、単年度収支

としては、差し引き 40億 9,200万円、これが単年度の黒字となっております。 

２頁目は、単年度収支の推移を示した表です。ホッカイドウ競馬の単年度収支は、平成 25年度

以降毎年黒字を達成しており、近年は 30億円を超える黒字額で推移しております。場外発売所

で、ＪＲＡや他主催者の馬券を発売することにより得られる業務協力金収入は、ホッカイドウ競

馬の収支改善に大きく寄与しており、近年は 19から 20億円で推移しております。こういった収

入は、ホッカイドウ競馬の開催は年間 80日程度の中で、一年を通じて得られる収入ですので、非

開催期間中における場外場発売所の有効活用にもつながっているところです。 

３頁目は、発売シェアの９割以上をネット発売が占めている中でも、場外発売所は利益確保に

大きく貢献していることを試算したものでございます。場外発売所Ａｉｂａは 15か所あります。

Ａｉｂａでの道営発売による純利益は 5,800万円ですが、他主催者発売分を含めますと、純利益

は８億 4,100万円となり、Ａｉｂａの存在が業務協力金の収入を生む原動力となっております。

またＡｉｂａは単なる収益源だけではなく、地域雇用の確保や経済の活性化にも寄与するなど重

要な役割を果たしている場所となっています。ホッカイドウ競馬はネット発売が中心ですが、こ

うした安定した収益構造を確立しつつ、Ａｉｂａを活用した地域経済にも貢献しており、こうし

た二つの柱を維持することで、安定的な経営を図っているところです。資料２の説明は以上で

す。 

 

（森委員長） 

ありがとうございました。それでは議題２について、ご意見ご質問等ございますか。 

 

（遠藤委員） 

２頁の収支の推移において、令和６年度の支出が例年よりも 50億円ほど多くなっていますが、

要因は何でしょうか。 

 

（庄司室長） 



令和７年度第１回北海道地方競馬運営委員会議事録 

 

6 

 

支出も増えていますが、収入も大きくなっています。これは、現在整備しているきゅう舎整備

をする上で基金として積み立てていますが、６年度は基金を取り崩して収入に入れて、支出でそ

の分を出しているため、その部分で例年よりも多くなっています。 

 

（増田参事） 

収入が上がったら払い戻しなどの法定経費も増えますので、そういった要素もあります。 

 

（森委員長） 

今の基金の話は、基金取崩金っていうところになるのですか。20億くらいってことですか？ 

 

（庄司室長） 

はい。 

 

（かとう委員） 

２ページの上の丸の四つ目に記載されていますが、業務協力金を除いた道営単体での単年度収

支が黒字となったのは、令和２年度以降と書かれています。私はこの委員を長く務めているので

すが、意外と多くの人から、「道営競馬ってまだ赤字なんでしょ？」と言われます。私は、「違

うよ。５年前から単年度収支は黒字になっているよ」と伝えていますが、なかなか説明がしづら

い。この資料はすごく端的に示している。道営単体で黒字だということを何らかの形でもっと広

く伝えてほしい。施設の整備もして、明るい方向に向かっているというような押し出しをして欲

しいと思います。 

 

（庄司室長) 

私どもも新聞などに取り上げていただけるよう取り組んでおりますが、競馬をやってない皆さ

んにも理解していただくような情報を伝えるというのはなかなか難しいと感じています。その辺

含めて努力していきたいと思います。 

 

（下河辺委員） 

40億円ぐらいの黒字だと書いてありますが、これは北海道の収入になるのですか。それとも全

部がホッカイドウ競馬の収入になるのですか。 

 

（庄司室長） 

収入の一部分は道の一般会計に繰出金として出し、残りは北海道地方競馬事業経営安定基金と

して積み立てています。今のところ、一部令和 10年までかかりますが、令和９年までに基幹施設

整備を目指して進めており、そういった用途で使っております。 

 

（下河辺委員） 
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競馬のため、だけではなくて、北海道に少しでも貢献しているということですから、もう少し

広く伝えていっても良いかもしれませんね。 

 

（森委員長） 

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（３）第３期プランの取組経過 

（森委員長） 

それでは次に議題３、第３期プランの取組経過についてと、議題４、第４期プランに向けてに

ついて、まとめて事務局の方からご説明をお願いいたします。 

 

（片桐主幹） 

資料３の２頁目をご覧ください。これまでの経営改善に向けた取組経過を記載しております。 

プラン策定の背景にもなりますが、平成３年、当時の最高発売額となった翌年からバブル景気

の崩壊とともに赤字決算となりまし た。それ以降、連続した赤字決算が続いたことから、様々

な改革に取り組んで参りました。平成 13年から 17年度にかけて、認定きゅう舎制度の導入やミ

ニ場外の設置など、現在の基盤となる仕組みを作った時期でございます。 

平成 17年頃には赤字が続いていたことから、競馬存続の可否について議論がどんどん高まり、

18年から 19年度にかけまして、赤字脱却への取組として「北海道競馬改革ビジョン」を策定しま

した。その後、平成 20年度から 22年度にかけてはこのビジョンに基づき、体制の転換や、競馬

場の集約として旭川競馬場の廃止や札幌開催の休止、門別競馬場のナイター化なども進めてきま

した。 

23年から 27年度にかけては、第１期の競馬推進プランということで取り組んで参りました。こ

ちらではＪＲＡネット投票の開始やＡｉｂａでのＪＲＡ発売開始なども行っております。 

第２期プランは平成 28年度から始まり、キャッシュレスシステムの導入や映像のＨＤ化、Ａｉ

ｂａ札幌駅前の開設、ファン層の拡大、利便性の向上を進めてきました。こうした取組が、あの

現在の第３期プランの基礎となっているところでございます。 

３頁目ですが、こちらが現行のプランの取組方向です。目指す姿を「これからも競馬ファンに

愛されるホッカイドウ競馬」、スローガンを「道営競馬の開催と他主催者競馬の発売を車の両輪

として推進し、道民とともに競馬事業の安定と馬産地の持続的発展を目指す」としています。こ

ちらの五つの柱を、経営方針として進めてきたところです。 

４頁目では、取組の柱をさらに具体化した内容になります。ヒト・モノの充実、馬と番組、サ

ービスの向上などと整理しています。 

５頁目からは具体的な取組を紹介させていただきたいと思います。 

ヒトの充実では、騎手・きゅう務員の確保につきましては、地方競馬全国協会の地方競馬教養

センターという騎手の養成学校があるのですが、そちらに赴いて騎手候補生に対してホッカイド

ウ競馬への勧誘活動を実施しております。このほか、ホッカイドウ競馬で初めて騎手になった方
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に必要な馬具の購入費を支給させていただいております。また、冬期間は競馬開催しないことか

ら、収入の手だてになるように手当も充実させてきました。また、地元農業高校などで軽種馬生

産や、競馬関連職業に就いていただけるような意見交換会の開催や、馬に関する子どもの学習事

業との連携、門別競馬場で地元中高生によるファンファーレ演奏なども通じまして、競馬の仕事

に親しみを持ってもらうような取組を行っております。また、就業環境の改善ということでは、

きゅう舎や住宅の新築を進めております。 

６頁目、モノの充実では、基幹施設の計画的な更新を行ってきました。きゅう舎エリアは今年

度完成予定、居住エリアは、今年度実施設計・着工し、令和９年度に完成予定としています。業

務ファンエリアは、令和９年度、一部 10年度にかかりますが完成予定です。場外発売所は、移転

や廃止などを行って参りました。続いて新型コロナウイルスの感染予防対策としては、令和２年

度から４年度にかけて行われた、国や道における緊急事態措置に伴いまして、無観客開催、入場

制限、発売中止等々を踏まえ、なるべく開催できるよう続けてきたところです。 

７頁目に移ります。ファンの拡大のうち、インターネット上の顧客の拡大では、YouTubeのチャ

ンネルを開設し、全レースのライブ配信や、なまちゃき Liveというゲストを交えた予想番組の開

設や、ドキュメンタリー風企画番組、坂路調教の追い切り画像映像など多彩な番組を配信して参

りました。このほか、ホームページの充実、ＬＩＮＥ公式アカウントの開設、ほか広報活動も各

種進めてきました。 

８頁目に移ります。顧客の拡大対策の一環として、無料送迎バスの運行を行っております。Ｐ

Ｒイベントでは、広報活動の一環として北海道とゆかりのあるタレントとして、今年は杉谷拳士

さんをアンバサダーとして起用しました。市町村との連携では、市町村協賛競走と併せて、観光

ＰＲや特産品販売、グッズの配布イベントなども行ってきております。また、競馬場以外での取

組では、場外発売所ではＡｉｂａ祭りなどを開催し、来場者や周辺住民を対象としたイベント、

スタンプラリーを実施しました。 

９頁目では、競馬場や場外発売所以外でのＰＲとしては、南関東の４競馬場でホッカイドウ競

馬のＰＲ活動を行っております。また、ＪＢＣ競走の開催を盛り上げるため、共同開催先の競馬

場と連携したイベントの実施や、各種イベントに出展し子供たちにも喜ばれるような内容のイベ

ントをしてきました。 

10頁目の馬と番組の充実のうち馬と馬主の確保では、これまで賞金、諸手当の充実を図ってき

ました。また、強い馬づくりの推進では、屋内調教用坂路を利用し、季節を問わず調教、トレー

ニングが実施できるような体制を整えております。 

11頁目の馬と番組の充実では、魅力ある番組づくりとして、２歳馬競走体系の充実、３歳牝馬

限定レースなど様々なレースを充実させ、ファンの皆様に喜ばれるような番組づくりに取り組ん

で参りました。また、ダート競馬の祭典と言われるＪＢＣ競走は、各地方競馬場を持ち回りで開

催されていますが、そのうちの１レース、ＪＢＣ２歳優駿について門別で令和２年から毎年固定

して実施しています。全国的にもすごく注目の集まるレースでもありますので、これを継続して

いきたいと思っております。 
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12頁目ではサービスの向上では、情報発信内容の改良・充実として、ホームページに出走表や

オッズなどのレースガイド、門別馬ノ巻という予想サイトの開設を行いました。競馬場の環境改

善では、今回の基幹施設整備の進捗によりまして、駐車場がファンエリアに近い位置に移動し、

イベントスペースも確保しております。 

13頁から、新しい施設の状況を図で示しております。整備前のきゅう舎エリアは、これまでき

ゅう舎と住居が併設していましたが、整備後はきゅう舎エリアを大きく左側に移し、住居ときゅ

う舎を分ける形としています。これに伴い、来場者駐車場が右側に移り、スタンドから近くなり

ますので、来場者の方には便利になるかと思います。 

14頁では完成予想図となります。右側から来場者用駐車場、きゅう務員住宅、きゅう舎となり

ます。 

15頁では、８月現在の写真ですが、現在工事中のきゅう舎エリアの上空から撮った写真です。 

16頁は、新たなファンエリアの想定で、現在のＡスタンドはこのまま、パドックは新しくなり

後ろに移動します。現在のきゅう舎の場所には、イベントスペースや他の基幹施設を配置し、コ

ースの近くにはジンギスカンが出来る飲食小屋や子供たちが遊べるような遊具を置く想定でおり

ます。 

こうしたこれまでの成果を踏まえ、第４期プランの取組につなげていきます。 

 

 

（４）第４期プランに向けて 

（片桐主幹） 

このまま続けて、資料４の説明をいたします。第４期プランは、令和８年度から 12年度を計画

期間として予定しております。このプランの作成に当たりましては、今回事務局側で作成しまし

た方向性や、キーとなる課題を皆様にお示ししまして、今後作成する素案の要素として、お考え

やアイデアをいただければと考えております。 

２頁目、第４期プラン策定に向けて、現在の課題ということで挙げております。競走馬資源の

確保と魅力ある競走番組ということで、重賞Ａクラス馬の確保やホッカイドウ競馬の特徴であり

ます２歳馬戦のさらなる魅力向上。また、情報発信に関することではＳＮＳや映像での発信を通

じて、ホッカイドウ競馬の知名度向上や、より広いファン層への訴求が必要ではないかと考えて

おります。さらに、人材の確保。あらゆる業種で人材不足となっているところですけども、競馬

開催にあたっては、特に調教師、騎手、きゅう務員と、こうした競馬運営に関わる職員の確保と

定着が課題となって、これからますます顕著になっていくのかなと考えております。また、施設

の整備とデジタル化。施設の老朽化への対応と同時に、人材確保にもつながりますが、ＤＸなど

新しい技術を活用した業務の効率化やより迫力のある映像の提供など、サービスの向上が必要な

のではないかと考えております。 

３頁目になります。今後の目指す姿として、「愛され続けるホッカイドウ競馬 ～進化と感動

への挑戦～」と仮の案として設定しました。サブテーマとしては「ホッカイドウ競馬の魅力発信

と質の高い番組の提供により、ファンに選ばれる競馬を推進し、競馬事業の安定と馬産地の持続
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的発展を目指す」として考えております。取組の柱としては、強い馬づくりと競馬番組の充実、

お客様の利便性向上と発売拡大、騎手・調教師・きゅう務員など競馬人材の確保、競馬場基幹施

設等の計画的な整備ということを掲げております。 

４頁目です。取組の方向性として、括弧１の強い馬づくりと魅力ある番組づくりとしまして、

屋内調教用坂路や角馬場を活用した強い馬づくりを引き続き推進していく。また、ダートグレー

ド競走や、全国規模の重賞競走を拡充していくこと、ファンの多様なニーズに応える番組づくり

を進めていくということで、短距離、牝馬、地方交流など番組の多様化などが必要と考えており

ます。括弧２のお客様の利便性向上と発売拡大では、近年現金を使う機会が減っている中、キャ

ッシュレス決済を更に充実していく必要があること、ＳＮＳを活用したホッカイドウ競馬の魅力

やレース情報の提供、データ分析を活用した新規ファン層の拡大ができないか、また、ギャンブ

ル依存症対策の推進、迫力のある魅力的な映像の提供を行っていきたいと考えております。 

５頁目になりますけども、括弧３騎手・調教師・きゅう務員など競馬人材の確保ということ

で、調教師、騎手候補者への研修や資格取得の支援の充実が必要ではないか。また、次世代人材

の発掘に向けた学校教育や地域活動との連携、多様な人材の確保と定着率向上に向けた働きやす

い環境づくり。括弧４の基幹施設等の計画的な整備では、現在進めております競馬場の業務施

設、住居施設の更新に向けた検討。また、競馬場や場外発売所の快適な観戦環境づくりも検討が

必要かと考えております。 

第３期プランまでは、大規模な施設整備がプランの中心となっていましたが、今回の整備で老

朽化した施設の整備はおおむね目途がついたところです。残っているのは、耐用年数が間近なも

のとしては職員住宅。他ではスタンドがちょっと手狭とは思っております。こうしたことから、

第四期プランでは、これまで築いた成長と安定の基盤を今度は進化と感動へつなげていく段階

で、大規模な整備ではなく、着実に競馬を進めていく段階にあるのかなと思っております。 

資料３、４の説明につきましては以上でございます。 

 

（森委員長） 

ありがとうございます。こちらは、来年度から５年間にわたる北海道競馬推進プランの検討に

あたっての重要な議論になるということです。このため、第四期プランに向けて、今仮案を出し

ていただきましたけれども、これまでの説明内容について、質問、ご意見等がございましたら受

けたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（下河辺委員） 

これから施設も新しくなりますし、どんどん発信していくことで魅力ある競馬場になってくる

と思います。この前、馬主会の会議でも話題になったのですが、まずジョッキーがいなければ競

馬ができない。ということで、もう少しジョッキーの手当を上げるだとか、待遇を良くしなけれ

ばいけないということが議題に上がっていました。それはその通りだと私も思っています。 

３期プランの取組の説明の中でありましたが、地域の学校の子ども達がここで演奏するなど、

とても密着していていいなと思っています。昔、この競馬場を変える時に、ふれあいコーナーみ
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たいな施設、乗馬施設を作るという案が出たはずですが、いつの間にかどこかに行ってしまった

ような気がします。第４期に向けて来年、再来年の話をしていますけれども、本来は 20年後を見

た時に、馬産地にこういった施設がないのが一番の問題だと思っています。例えば、うちの息子

が乗馬を習いたいとなっても、隣町の新冠町まで行かないと乗馬施設がないのです。ジョッキー

やきゅう務員の子供たちがジョッキーを目指しても良いのですが、それには 20年かかります。そ

のための一番大事な施設がいつの間にかうやむやになってしまっているという気がしていまし

た。50年後も競馬場があり続けるための一番大事な施設が、目先のことばかりで 10年、20年

後、あるいは 50年後を見ていないのかなと感じています。せっかく馬産地の競馬場なのに消えて

しまった部分だと思っています。それには北海道だとか、ＪＲＡに協力をお願いしてもいいと思

います。日本の競馬という大きなことを考えた時に、ＪＲＡさんに協力してもらうのはすごくい

いことだと思っていますので、北海道だけでなく、もう少し大きく考えて、馬産地の競馬場って

いうので、そこをもう少し大事に練って欲しいなというふうに思っています。 

 

（森委員長） 

ありがとうございます。今のご意見に対して事務局からお答えできることがありますか？ 

 

（庄司室長） 

下河辺委員からのご指摘のとおり、当初はそういった話も聞いておりました。競馬開催は道の

特別会計で運営していますが、競馬場関係施設の整備と乗馬施設は目的が違ってきます。まだ絵

姿はあり、先進地への視察や、競馬の引退馬を確保した後、どのように経営し活用していくかと

いう話も聞いたりしています。しかしながら、運営母体を道庁や公社ではできないため、地域、

市町村など自治体も含め、どういった組織で運営をすれば良いのかはまだ固まっていない状況で

す。馬の引退後に協力していただいて、経営をして、それを養っていくというのが一番の課題で

はないかと思います。 

下河辺委員がおっしゃるとおり、子どもも含めた興味ある方に乗馬体験の場を提供することも

必要ではないかとの話は、こういった書き物にすると、北海道が中心になって財源も含めて競馬

の運営も含めて課題が多いところですが、公社や地域と協力しながら考え方を整理していきたい

と思います。 

 

（森委員） 

こういうところで発言をして頂いて、気づきが残るっていうのは大事なことかなと思います。

他いかがでしょうか。 

 

（出越委員） 

先ほど、ジョッキーがいなければ競馬が出来ないとの話がありましたが、やはり、きゅう務員

が一番不足していて、きゅう務員がインド人ばかりになっている。きゅう舎経営の安定というの

もありますが、勝負の世界だから仕方ないけれど、成績が出ているきゅう舎は待遇が良く、そう
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ではないきゅう舎はそれなりと、やはり格差はすごくあります。日本人でやりたい人は、人気の

あるきゅう舎に人が集まると思います。多分、主催者などがある程度力を注がないと、多分この

格差はなくならないと思います。例えばきゅう舎によって社会保険があるところとないところが

あるのはご存知ですか。リーディングが上位のきゅう舎は社保、年金はちゃんとついているけれ

ども、そうではないきゅう舎も多い。こういったことをどう改善していくのか、お考えを聞かせ

ください。 

 

（増田参事） 

確かに、勝利数が多いきゅう舎と少ないきゅう舎の格差はあると思います。また、社会保険の

有無も聞きます。一義的には、個人の調教師さんときゅう務員の雇用関係でありますが、主催者

として何ができるか、どこまでできるかというのもありますけども、考えて行く必要はあると思

います。 

 

（出越委員） 

なかなか一生の仕事にすることがしづらい環境だと思うので、そういうことを変えていかなけ

ればならないと思います。例えば、学校を卒業してこういったところに入ってくる人は増えない

と思うんですね。やっぱり大きい競馬場とか大きい牧場に行った方が同じ仕事をしていてももら

える金額が全然違うので、何かいい方法を考えていただけたらなと思います。 

ちなみに、今作っている施設や駐車場などの設備が最終的に完成するのにはいつになります

か。 

 

（増田参事） 

業務施設は令和９年までに完成し、駐車場などのファンエリアの一部が翌年にかかる計画でご

ざいます。 

 

（出越委員） 

令和 11年ぐらいからは、そのファンエリアも新しい形になるっていうことですか。 

 

（増田参事） 

全ての工事が終わって完全な形になるのは令和 11年となります。ただ 10年の早い段階で整備

を終わらせたいと考えています。 

 

（出越委員） 

では、徐々に開放できるところを使っていく感じですか。 

 

（増田参事） 

そうですね。競馬開催を止めないでやっていきます。 
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（庄司室長） 

今の計画では、競馬開催に関係ある施設は９年度で完成させたい。駐車場や外構などは 10年度

にかかることになります。 

 

（出越委員） 

はい、わかりました。ありがとうございます。 

 

（山岸委員） 

先ほど下河辺委員からの話もあった騎手の関係で、この資料の５ページの方にいろいろと取組

があるように見させていただきました。その中の冬季騎乗馴致手当について、冬期に競馬を開催

しない部分に対する手当があるというのは聞いています。この条件に「他地区で期間限定騎乗せ

ず」というのが入っています。現在、ホッカイドウ競馬所属の騎手が他地区でも活躍していて、

ファンから見ると、やっぱりホッカイドウ競馬の騎手は上手だね、などとホッカイドウ競馬のイ

メージアップにつながっていると思います。この手当自体はあった方がいいと思っていますが、

これにプラスして、他の地区でも活躍している騎手に対してこれが適用されないのであれば、何

か別な手当とかでホッカイドウ競馬をＰＲしていただいているので、手当をつけるなど、そうい

ったお考えとかいかがでしょうか。 

 

（増田参事） 

委員のおっしゃるとおり、他地区に行って活躍している人には該当しない制度になっています

ので、今回ご意見をいただいて、今後どうしていけるのか内部の方でも話をしていきたいと思っ

ています。すぐには対応できませんが、ご意見は承ります。ホッカイドウ競馬の騎手は２歳馬に

乗っていますので、馬の扱いが本当に上手だという印象もありますし、調教師さんも同様、若い

馬を調教できる能力があります。他の競馬場の調教師は北海道から持ってきた馬を調教すること

が多いですが、うちの調教師の調教レベルは高いのではないかと思っています。 

 

（山岸委員） 

今おっしゃっていただいているとおりの理由で、他地区でも若馬で活躍している騎手がいます

ので、その方々に光が当たるようにしてあげればと思っています。 

施設の関係ですが、ホッカイドウ競馬はナイター開催なので、北海道だし時間帯的にもそれほ

ど暑くならないのかもしれませんが、他の地方競馬場では、夏の間は日中に中休みを入れて夕方

涼しくなったら再開するなどの対策をしています。10年、20年前はそんなことになるとは誰も思

っていませんでした。門別も先を見た時に、ナイターとはいえ暑くなる可能性や馬に対して負担

がかかる可能性があると思います。今回、きゅう舎を整備する中で、暑熱対策をした設備を作る

ことで、他の競馬場との差異ができて、北海道はただでさえ気温が低めなのに、さらにちゃんと

暑熱対策をして馬に優しいとなると、馬を愛する馬主さんが、馬が傷みにくいなどとホッカイド
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ウ競馬に馬を入れてくれるきっかけにもなると思います。他の競馬場では、暑熱対策にすごく力

を入れているので、今回の整備に併せて馬にも快適な環境を提供してあげられるようにしていた

だければと思います。 

 

（増田参事） 

暑熱対策に対する具体的な設備はないのですが、きゅう舎の造りは天井を高くしたり、道産木

材を使って、比較的涼しくなるような設計になっていると聞いています。ただ、いかんせん最近

は気温が高くなってきていますので、今後何ができるかは考えていかなければならないとは思い

ます。今整備中のきゅう舎の中では、暑熱対策としての設備は特段設けておりません。 

 

（山岸委員） 

新しくするところも暑熱対策の設備はないということでしょうか。 

 

（増田参事） 

きゅう舎の造りとして、涼しい設計で作っています。 

 

（山岸委員） 

下河辺さんが詳しいのかもしれないですけど、例えば、シャワーやミスト、場合によってはエ

アコンや扇風機など、いろいろ馬に優しい設備があったりすると思いますが、そういうものは整

えたほうが良いのですか。 

 

（下河辺委員） 

うーん、北海道の牧場でそういうのがあるところはないですね。 

 

（山岸委員） 

あまりないのですか。 

 

（下河辺委員） 

はい。本州では皆つけていますが。 

 

（山岸委員） 

やっぱり本州では皆つけているのですね。 

 

（下河辺委員） 

はい。北海道でつけているのは扇風機ぐらいです。 

 

（山岸委員） 
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今後 10年先を見たら、本州と北海道が今後同じ環境になってくる可能性があるんじゃないかと

思っています。門別も気温が高くなって馬に負担がかかるとなった時に対応できるよう、先を見

越した形で準備をしていただければ。また、そういった対策をしていることを馬主さんとかにも

アピールすることで、入ってくる馬が増えたりするのかなと思いますので、お願いしたい。 

 

（庄司室長） 

おっしゃることはよく分かりますが、今の時点では具体的な暑熱対策は行っておりません。気

温が上がっていく可能性があるから全部整えるということは、財源も含め、なかなか難しいとこ

ろです。本州の競馬場では朝から暑くて馬に負担がかかり、馬の調教よりも状態を維持する方が

大変だという話を聞きます。北海道であれば、夏の朝方は涼しいですし、朝早くから調教します

ので、環境は本州とは全然違うと思っています。ホッカイドウ競馬を持続していくためにどうい

った設備が必要なのかも考えて行きたいと思います。 

 

（山岸委員） 

朝のメリットもうかがえたので、そういったことを馬主さんにアピールしていくと良いのでは

ないかと思います。北海道の朝の涼しさを活かし、馬に負担かからないで調教できることは、馬

にも優しいし、レースも多く使えるかもしれないし、さらに強くなりやすいとか、というところ

をアピールできるのかなと思いました。お話ありがとうございました。 

 

（山下委員） 

今回の施設整備では、駐車場からファンエリアへの移動がスムーズになると思いますが、検量

所なども移動すると思います。馬やきゅう舎関係者の動線の設定にあたって、予期せぬことが起

きないように現場と連携をとっていただき、シミュレーションなども入念にやった方が良いので

はないかと思い、提案させていただきます。 

 

（森委員長） 

動線のシミュレーションをした方が良いのではないかという話ですね。 

 

（山下委員） 

そうですね。お客さんの動線もそうですし、実際にレースを進行していくにあたっての動線の

シミュレーションなど、連携を取っていただけたらと考えております。 

 

（森委員長） 

はい、わかりました。いかがでしょうか。 

 

（増田参事） 
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業務エリアにつきましては、実施設計を行っているところでございまして、きゅう舎関係者の

方々からもお話を聞くようにしています。現在、実施設計をし来年から着工。２ヶ年をかけて業

務エリアに着手します。検量所や装鞍所などの動線がコンパクトになるように作ります。現在の

パドックの裏手側に凝縮して作ることになります。今はちょっと離れていますので、コンパクト

になるように設計してもらっていますが、その動線も含めてきゅう舎関係者の意見を聞いて取り

まとめていきたいと思っています。 

 

（山下委員） 

はい、わかりました。ありがとうございます。 

 

（森委員長） 

私からもいいですか。このプランは今後も５年ごとに作っていくのですか。 

 

（増田参事） 

はい。そうです。 

 

（森委員長） 

目指す姿について、第３期では「これからも競馬ファンに愛されるホッカイドウ競馬」、第４

期では仮とのことですが、「進化と感動への挑戦」。その次に、愛され続けた結果どうなってい

くのかイメージが湧きにくい。愛されてきたという実感があって、進化と感動への挑戦が第４期

のイメージ。その次、第５期のイメージについて、事務局の北海道としてどう考えているのかを

共有したいです。それを共有させていただいた方が目指す姿と今後具体的にやっていくことを議

論できるのかと思ったのでお聞きしました。 

恐らく、これまで一生懸命やって、右肩上がりで改善し、なんとか軌道に乗ってきたのが現状

ですよね。それを維持したいのであれば、どういったイメージなのかを共有したいです。次の４

期としては良いですが、その後、先ほど下河辺さんもおっしゃっていましたが、20年後はどうな

っていたいのかが見えていると、プランの前段が分かりやすいかなと思います。すみません、ち

ょっと厳しいことを言ったかもしれないですけど。 

目的に向かって３期、４期、５期と積み重ねてきたこと、それに向かったコンセプトについ

て、次の会議の時までに北海道のお考えを聞きたいなと思いました。 

テーマは「愛され続ける北海道」として、ずっと進化と挑戦を続けていく、そうしたスタンス

だとしたら、常に時代に応じた進化と感動への挑戦をしなきゃいけないということになると思い

ます。 

 

（庄司室長） 
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ホッカイドウ競馬をずっと続けていくイメージです。表現の仕方は考えますが、愛され続ける

とか、これからも馬産地がある限り、延々とホッカイドウ競馬を続けていくコンセプトは持って

います。 

 

（森委員長） 

ホッカイドウ競馬が継続していくことが伝わるコンセプトが良いなと思いました。ちょっと先

読みですが、今後のコンセプトをどう考えるかというのがひとつ。 

それから、４期プランでギャンブル依存症対策の推進って掲げていますが、どういったことを

考えてらっしゃるでしょうか。一般的な話でしょうか。 

 

（庄司室長） 

公営競技の中でも依存症対策は重要とされており、毎年５月頃に全国的なキャンペーンが行わ

れ、各場外発売所やホームページでＰＲなどを行っています。道としては、ギャンブル依存症の

方ご本人の申し出により顔写真を登録し、競馬場や場外発売所に周知して、その方が来たらチェ

ックして入場制限をかけるというような対策もやっております。競馬にのめり込みすぎないよう

にしています。よく、通常３ポイントのところキャンペーンで倍になるなどポイントで還元する

取組などもありますが、過剰につけすぎないなど、ネット事業者での取組もあります。 

 

（森委員長） 

相反するけれど、難しいところですね。売上げを伸ばしたい一方で、依存症対策の推進。世の

中の倫理的に必要というのもわかるので、具体的に何をどの程度やるのか関心があります。ＪＲ

Ａやボート競技でもギャンブル依存症対策をやっているのでしょうか。 

 

（出越委員） 

コマーシャルなどをやっていますね。ホームページのトップページに依存症の可能性がある方

へとリンクが貼ってあります。タバコの箱に書いてあるイメージ。 

 

（山下委員） 

ボートレース場の例を挙げますと、場内に依存症相談室のようなものがあります。 

 

（森委員長） 

ボート関係者にも聞いてみますけど、主催者側も公営なので、そういうところはちゃんとフォ

ローしながらやりたいっていうことですよね。 

 

（かとう委員） 

これだけは今日話さなくてはと考えていたことがあります。３期の目指す姿で、「馬産地の持

続的発展を目指す」の記載がありますが、前回、私が絶対入れて欲しいとすごく粘ったところで
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す。ここ門別競馬場は生産地・育成地にある競馬場だから他と違うということを絶対アピールし

て欲しいと伝えたのです。これが今回も残っていてホッとしました。 

先ほど森先生がおっしゃった中で、私も同じことを考えていました。この「挑戦」という言葉

が非常に重いと感じていて、何に挑戦するのか現時点ではふわっとしていますが、きっと原案を

考えられた事務局の皆さんの心の中に何かがあると思っています。私は、馬券を買う人にも働く

人にも憧れと誇りを持てる競馬場になって欲しいと思っています。北海道の門別競馬場のきゅう

務員だと言えば、婚活パーティーでもモテモテになるような、そういった憧れられる場所にした

いです。 

あと、担い手確保に関連して。今日のようなレースのない日に来たのは初めてですが、修学旅

行や教育旅行の人たちを受け入れなどができるのではと可能性を感じました。例えば赤字からの

回復や、地域の人と子ども達との交流など、大学のゼミの研究や教育的フィールドにもなると思

います。レース開催日だと教育関係で差し障りがあるかもしれないけど、開催していない日であ

れば支障も無くなるし、良いと思いました。 

最近、試合がない日のエスコンフィールドに行きたいという本州の方がものすごく多く、実際

に訪問した方からは、野球がない日でも良かったと言うのです。門別競馬場をそういった場にす

ることも一つの目指す姿だと思います。いつでも誰でもではなく、予約制でルールを決めて有料

とし、一団体で５万とか 10万とか（説明員として同行することになりますが）頂いたら収益が得

られるし、今までにないことに挑戦してほしいと思いました。 

あと、委員になった時からずっと言い続けていますが、香港のハッピーバレーを目指して欲し

いと思っています。「香港□ナイトライフ」と検索すると、ハッピーバレーと出てきます。初めて

門別競馬場のナイターに来た時、照明がすごくて、まるでスターウォーズの世界に来たかのよう

に感じたことを覚えています。異空間とか非日常に感じたので、ナイトライフの観光地として門

別競馬場の位置づけとか、そういったことを模索してほしいと思っています。 

最後に、もっと女性をターゲットにして欲しいと思います。特にお母さん世代。ここに子供を

修学旅行で行かせたいと思うような、もう一段違うレベルでＳＮＳなどでの発信をお願いしたい

と思います。 

 

（庄司室長） 

大変貴重なお話を聞かせていただきました。先ほどもお話があったとおり、５年後、20年後を

想像していかなければならないと思っています。次のプランの５年間でやれる部分は限られるか

もしれませんが、検討をしながら取り組ませていただきたいと思っております。ありがとうござ

います。 

 

（森委員長） 

他、いかがでしょうか。まだ多少時間がございますけれど。はい。どうぞ。 

 

（石川委員） 
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第４期プランに向けての考え方にも関係あるのですが、地域と共に win-winで地域の役に立っ

ていく部分を打ち出していった方が良いと思います。実際にヴェルサイユリゾートファームと提

携して実際に効果が現れたり、門別競馬場で地場産のものを販売するなど、いろいろやってらっ

しゃいますよね。そういったことをもっと外に向けて生み出しアピールし、地元と共に win-win

の関係でできることをプランに入れた方が良いと思いました。 

もう一つ、単なるアイデアとして聞いていただきたいですが、私も閉幕後に施設を使っていな

い時期が長いのはすごくもったいないなと思っていました。ある日、アニメの「ウマ娘」を見

て、アニメのようにコースを走りたい人がいるのではないかと思ったのです。コースに馬と関係

者以外が入ってはいけない決まりはあるんですか？ 

 

（庄司室長） 

馬が他から入厩するときには検査を行っており、防疫上の懸念があります。コースは機械で整

備しており、人を積極的には入れたくないというのがあります。その辺の対策がうまくできれば

いいのかもしれないですが、現場を取り仕切る公社と協議し、どういった支障があるのかを聞い

てみたいと思います。 

 

（石川委員） 

最近、ティラノサウルスの格好をして走るローカルなレースがあり、そういったものが好きな

人も多いし、見栄えもするのでテレビニュースなどで取材してもらいやすい。例えば、耳としっ

ぽをつけたり、実況を流してくれたり、ゲートから走るとか、他でやってないことできたら面白

いなとか。あるいはパドックで引き馬体験をやり、その際にヘルメットをかぶったり鞭を持った

りしてジョッキーの格好ができるなど、一味違ったことができたら面白いなと。これはただの意

見としてお聞きください。 

 

（遠藤委員） 

私は地元の自治体の町長という立場で参加しています。門別競馬場で頑張って毎年収益上げて

いることは非常にいい結果だと思いますけれども、地域としては少し冷ややかなところがあり、

門別競馬場が盛り上がっても、馬の生産をされている方は別ですが、自治体への影響やメリット

の様なものが無いのかなと感じています。平取町では競馬場でまるごと１日を「びらとりｄａ

ｙ」として開催するなど、もっと町民に関心を持ってもらうための取組を行っています。 

日高管内の各自治体は、人口減少で自治体運営が厳しい状況です。ほとんどの方がネットで馬

券を買われていますが、人数で言えば、ものすごい数だと思います。デジタルで関係人口として

各自治体に関係持ってもらうことで、様々な意味での地域振興を図ることができる可能性がある

と思います。色々な取組をやっているということなので、門別競馬場のレースを買われる方が地

域を向いてくれるような取組が必要なのではないかと思います。是非、このプランの取組で地域

振興、関係人口が地域に及ぼす効果が期待できるような取組を盛り込んでいただければありがた

いと思います。 
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（庄司室長） 

そうですね。今回、公社が試験的に牧場を経由したバスの取組を提案して、取り組んだ経過が

ありますので、これをきっかけにし、皆さんのご意見を聞きながら貢献できるようなものがあれ

ば取り組んで行きたいと思います。 

 

（遠藤町長） 

我々からも、是非こういうことできないかなど、アプローチさせていただければと思います。 

 

（下河辺委員） 

挑戦という言葉から、ちょっと足りないなと思ったものですから。今まで収支が上がって来

て、ＪＢＣ２歳優駿を門別で開催するようにした、インターネット発売を始めました、これらを

見ていると、馬の賞金を上げれば馬が集まりますし、きゅう務員の生活も上がるでしょう。で

も、まだ自分たちの中での４期プランだと思うんです。これまでの発展は、ネット発売にして

も、協力金にしても、他の人たちの協力があって成り立ったものだと思います。今回の資料を見

ると、自分たちの中だけの推進プランなのかなというふうに感じてしまいます。 

前回の委員会でも出たと思いますが、ＪＲＡの新馬戦のレースに道営から５頭行けるシステム

を作るだとか、みんなで協力して売上を上げてきたと思います。今期のプランで、何か工夫がな

いと「挑戦」にはならないのかなと感じました。今ここでは言いませんけども、具体的な案はあ

ります。次の４期に向けてちょっと挑戦していただきたいなと思っています。 

自分たちだけのことじゃなくて、今までが協力しながら伸びてきたものですから。挑戦という

中で、ホッカイドウ競馬だけの中にいるなという気がしてしまいます。以上です。 

 

（出越委員） 

先月、クラブのツアーでトイレ休憩を兼ねて門別競馬場に寄らせていただきました。折角なの

で１時間くらい馬券買ったり、施設を見てもらったりしましたが、結構好評でした。しかし、土

日は馬券を売っている以外は何もやっていなくて、せめて軽食を食べられるとか、お土産を買え

たりすれば土日に来る人が増えると思います。パドックで引き馬とか展示とか、土日には馬券を

売るだけじゃなくて、もっと有効活用したら良いのではないかと思いました。自分もこの前ひさ

びさに馬券を買いに行ったのですが、お昼時にも食べるものが何もないから馬券買ったらすぐ帰

るのですが、滞在できるようにしたら良いと思います。 

もう一点、誘導馬について。今はイベントの時にしか出てきませんが、シーズン中は全レース

に出てくるようにした方が良いと思います。半年間拘束されるのですが、確かすごく待遇が低い

のです。特殊な技能が必要な仕事ですが、日当１万円に満たないぐらいだと思います。それだと

やる人はいなくて、イベントでゲストが来たときに乗せるとか、そういったやり方しかできない

と思います。開催日に１、２万円の出費が増えるぐらいだったら、今の状況でみれば何の問題も
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なくできることだと思いますので、そういった経費をかけるべきところにはしっかりとかけた方

が良いと思いました。 

 

（庄司室長） 

ホッカイドウ競馬の非開催の日の関係ですが、競馬場を開けて馬券を購入してもらうことが一

番の目的だと思っていたので、何か出来ることがあれば。 

 

（出越委員） 

イベントなどができてもいいですしね。トークショーとか、競馬と関係ないイベントとかも。

土日ならばそういったものも出来るかも。 

 

（庄司室長） 

誘導馬の関係についてですが、公社の方で開催の時に誘導馬に乗る人を探したりしていたので

すけども、なかなか乗っていただけるような方が見つからない。 

 

（出越委員） 

火水木の昼の２時半から働ける人となると難しいですよね。２、３人確保してシーズン中はや

っていけるような感じにしないとならない。門別競馬場の職員にそういった人を雇用するなどの

方法もあるかと思います。 

あと、入り口のところにある、リーディングジョッキーをホスト風にした写真の企画はどなた

が考えたのでしょうか。 

 

（庄司室長） 

公社の広報担当です。評判としてはいろいろありましたが。 

 

（出越委員） 

今年はいつもとやることが変わったなと思いました。色々なアイデアがあっていいと思います

ので、また来年も楽しみにしています。 

 

（山岸委員） 

話は戻りますが、ふれあい乗馬エリアは様々な管轄があって難しいという話がありましたけれ

ど、是非、言葉だけでも組み込んでいただけないかと思います。こういった記載があることで、

もしかしたら乗馬クラブや牧場、市町村の協力があるかもしれないし、考えが人の目に触れると

思うし、何かのきっかけで今困難なことも進んでいく可能性があると思います。せっかく今整備

もしているので、うまく文章に残して欲しいと思い、最後にお話しさせていただきました。続け

て資料に載せていくことで、それはやめたのかっていう誤解を解消できますので、必ず乗馬ふれ

あいエリアという記載を残して欲しいです。今日お聞きできた中での私からのお願いです。 
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（森委員長） 

もし何かあれば、次回の委員会の時にまたコメントいただければと思います。 

次、議題６その他について、事務局から議題はございますか。 

 

（片桐主幹） 

特に用意したものはございません。 

 

（森委員長） 

はい、わかりました。それでは、予定の時間になりました。本日は様々なご意見が伺えて、前

回同様、活発な議論になったのではないかと思います。これらの意見については、今後のホッカ

イドウ競馬の推進に向けて、プランの検討材料になると思いますし、必要に応じて事務局の方か

ら対応状況を報告していただきたいと思います。 

それでは、本日は議事の円滑な進行にご協力いただきまして、どうもありがとうございまし

た。今後のホッカイドウ競馬の発展を祈念して、事務局の方に進行をお返しいたします。 

 

 

４ 閉会 

（増田参事） 

委員長ありがとうございました。それでは閉会の挨拶を室長の庄司からさせていただきます。 

 

（庄司室長） 

本日は皆さんありがとうございました。森委員長におかれましては、限られた時間の中で進行

していただきまして大変ありがとうございました。また、委員の皆さんには、多くの貴重なご意

見をいただきまして、重ねてお礼申し上げます。今後は第４期プランの素案を整理していきます

が、具体的な内容については、今後検討させていただきたいと思っております。 

今年のホッカイドウ競馬は、残すところあと 12日間です。きゅう舎関係者の皆さん、多くのフ

ァンの皆さんとともに、最後に笑顔で本年度の開催が終了できるよう、一日一日の開催を大事に

し、良い年であったとなるよう、公社と一緒になって進めていきたいと思っております。本日は

大変ありがとうございました。 

 

（増田参事） 

以上をもちまして、運営委員会を終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

 

以上 


